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����年度に県下５ブロックの食品衛生監視機動班

が､ 年間計画に基づいて収去した食品の理化学的検

査結果について報告する｡

����	


����年４月から����年３月の間に収去した食品���

検体について､ 食品衛生法に定められた試験法に準

拠した大分県検査実施標準作業書に基づき検査を実

施した｡
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食品の理化学的検査結果を表１に示す｡

県産鶏卵及び輸入エビ､ 輸入食肉��検体について

合成抗菌剤等の検査を､ また､ 県産養殖魚及び輸入

魚介類についてテトラサイクリン系抗生物質の検査

を実施したが､ いずれの検体からも検出されなかっ

た｡

輸入及び国産の野菜・果実��検体について､ カプ

タホール､ シヘキサチン等の無登録農薬を含む残留

農薬検査を実施したが､ 残留基準値を超えるものは

なかった｡

菓子類及び野菜・果実加工品	�検体について漂白

剤の検査を､ 魚肉練り製品及び漬物で保存料・甘味

料の検査を実施した｡ ぬか漬けと表示された漬物か

らサッカリンナトリウム�
�����を検出したが､

食品衛生監視員の調査の結果､ 該当する漬物はたく

あん漬けに分類されるものであり､ たくあん漬けの

使用基準２���以下であったため表示不適として

指導が行われた｡ その他はすべて使用基準以下であっ

た｡

菓子類・魚介類加工品等	�検体について特定原材

料 (小麦) の検査を､ 麺類で特定原材料 (そば) の

検査を行った｡ 表示がなく�����法で陽性となっ

たものは､ 小麦の検査では菓子１検体､ そばの検査

ではうどん３検体で､ 食品衛生監視員による調査の

結果､ いずれも製造施設内でのコンタミネーション

が原因と推定された｡

ミネラルウォーター９検体､ 牛乳・乳飲料９検体

について成分規格検査を実施した結果､ すべて基準

を満たしていた｡

県産天然魚	�検体について有機スズ化合物の検査

を実施した結果､ �検体から�
��～�
�����のトリ

フェニルスズが検出された｡
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前回の報告１－��)に引き続き､ 大分県の主に小児に

おける細菌性散発下痢症の����年の動向を報告する｡

����	


����年１月から同年��月末までに､ 県内の医療機

関において細菌性下痢症が疑われた患者便について

細菌学的検索を実施した｡ 検査方法の詳細は前報

告１－��)のとおりである｡ また､ 下痢原性大腸菌 (腸

管出血性大腸菌､ 毒素原性大腸菌､ 腸管組織侵入性

大腸菌) の検索には､ スクリーニングとして���

法��－��)を用いた｡

なお､ １検体から同一の菌種または血清型が分離

された場合は ｢１株｣ として集計し､ １検体から複

数の菌種又は血清型が分離された場合は､ それぞれ

の菌種又は血清型ごとに ｢１株｣ として集計した｡

また､ ｢検出率｣ とは､ 検出した合計株数に占める

割合で示した｡
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検体数は延べ�	�検体で､ 男性���検体､ 女性���

検体 (男女比�
�：�) であった｡ 検査した患者の男

女別年齢分布を図�に示す｡

� ���������� 

�	�検体のうち���検体 (	�
�％) から���株の下

痢症起因菌を検出した｡ 検出菌の内訳は､ サルモネ

ラ属菌が最も多く���株 (検出率��
�％)､ 次いで腸

管病原性大腸菌 (��) �	株 (同��
�％)､ 黄色

ブドウ球菌��株 (同��
�％)､ カンピロバクター (�


������) ��株 (同�
�％) 腸管出血性大腸菌 (��)

５株 (同�
�％)､ 毒素原性大腸菌 (��) ２株

(同�
�％)､ エルシニア１株 (同�
�％) であった

(図２)｡ ����年は組織侵入性大腸菌 (��)､ 病原

ビブリオ (腸炎ビブリオ､ ���ビブリオ等)､ セレ

ウス菌は検出されなかった｡

黄色ブドウ球菌��株のうちコアグラーゼ型は､ Ⅰ

型１株､ Ⅱ型４株､ Ⅲ型８株､ Ⅳ型４株､ Ⅴ型４株､

Ⅶ型９株､ Ⅷ型１株､ 型別不能２株であった｡ エン

テロトキシンについては､ Ａ産生菌３株､ Ｂ産生菌

７株､ Ｃ産生菌２株､ Ａ＋Ｂ産生菌２株で､ 残り��

株はエンテロトキシンＡ～Ｄ非産生菌であった｡

複数菌検出例は��検体あった｡ その組合せは､ 黄

色ブドウ球菌と��が��検体､ カンピロバクター

と黄色ブドウ球菌が４検体､ カンピロバクターと

��が３検体､ ２種類の血清型の��が２検体､

サルモネラ属菌と��が１検体であった｡

!"# $%&'()�

サルモネラ属菌は�	�検体中���検体 (��
�％) か

ら検出され､ 血清型では��種類が分離された｡ 最も

よく検出された血清型は����������(�) の��株

(検出率��
�％) であった｡ �は､ ����年から����

年�－�)までの５年連続でサルモネラ属菌の検出株数

の半数以上を占めていたが､ ����年にいったん半数

を割り込み����年と����年��－��)も同様であったが､

����年は再び約��％と高率を示した｡

一方､ 過去４年間検出されたことのなかった比較

的稀な血清型である �!������"が夏季を中心に��

株 (同��
�％) 検出され､ �#�法による解析結果

はいずれも同一パターンを示した｡ $�%%���&��'��!(
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も考えられたが､ 喫食状況等のさかのぼり調査では

共通となる食品や食材は探知できなかった｡

�����������と	
��
��は各３株 (同���％) で

あった｡ 残り��株の血清型内訳は､ ���
����､

���������､ ��
���
､ ����������､ ������､

�
���､  �!��
�､ �������
､ ��
�!����が各

１株 (同"�#％) であった｡ $型別不能は３株で%�

群２株 (同��&％)､ %３�%�"群１株 (同"�#％) であっ

た｡

��� ������	

'(') (病原性未確認) は､ �*種類の血清型が計

+,株検出され､ 最も多かったのが血清型%�で�"株

(検出率*+％)､ 次いで%���が９株 (同�&％)､ %�#

と%#&�が各５株 (同９％)､ %��&と%++が各４株

(同７％)､ %��が３株 (同５％)､ %��&が２株 (同

４％) であった｡ 他には%�&､ %���､ %��+､ %��#､

%�&&が各１株 (同２％) 検出された｡

'$')は５株検出され､ 内訳は%�+,(-��.-��

産生菌) が３株､ %�+,(-��産生菌) が１株､ %

���(-�２産生菌) が１株であった｡

'�')は､ %�&/(��産生菌) が２株検出された｡


 ����	����

年齢別の菌の検出状況を表１に示す｡ サルモネラ

と黄色ブドウ球菌はすべての年齢層から検出された｡

'(')は１歳未満を除くすべての年齢層から検出さ

れた｡ カンピロバクターは４歳以上の年齢層から検

出された｡

� ��������

月別の菌検出状況を表２に示す｡ 前回までの報

告１－��)と同様に全体的には夏季の検出数が多いもの

の､ 冬季の検出も多く見られ､ とくにサルモネラ属

菌は５月､ ８月､ ��月に集中していた｡ 黄色ブドウ

球菌は�"月を除く各月から､ カンピロバクターも１

月､ ３月､ �"月を除き､ １年を通じて検出された｡

� �

検体採取に御協力頂いた医療機関の諸先生方に深

謝致します｡
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インフルエンザはインフルエンザウイルスの感染

によって起き､ 毎年のように冬季に流行を繰り返す

罹患率の高い疾患である｡ 当センターでは､ 大分県

感染症発生動向調査事業に基づくインフルエンザ定

点医療機関患者およびインフルエンザによる学年ま

たは学級閉鎖措置校の患者 (集団かぜ患者) から採

取､ 搬入された検体についてウイルス検索を行うと

ともに､ 新型インフルエンザを想定した感染源調査

として､ カモ類の糞便からのトリ型インフルエンザ

ウイルスの分離を試みたのでその概要を報告する｡

����	


� ��

����年１月から６月までの間に､ 感染症発生動向

調査に基づくインフルエンザ定点医療機関より搬入

された咽頭ぬぐい液��検体および集団かぜ患者 (９

施設) から搬入された鼻咽頭うがい液��検体をウイ

ルス分離材料とした｡

新型インフルエンザ感染源調査では､ カモ類の糞

便��検体をウイルス分離材料とした｡

� ��������


インフルエンザウイルス分離には���	細胞お

よび�
��－�細胞を用いて�℃で２代まで継代培養

し､ 細胞変性効果が確認された検体について､ モル

モット赤血球を用いて赤血球凝集試験 (��試験)

を実施した｡ ��試験でインフルエンザウイルスの

存在が疑われる検体については､ 国立感染症研究所

より分与されたフェレット感染抗血清および羊高度

免疫血清を用い赤血球凝集抑制試験により同定した｡

また､ インフルエンザウイルス以外でインフルエン

ザ様疾患の原因となるアデノウイルスおよびエンテ

ロウイルスについても分離を試みた｡ ウイルス分離

には���－�､ �����､ ����および�
��－�細胞を

用い､ ��℃で２代まで継代培養した｡

新型インフルエンザウイルスを想定した感染源調
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大分県感染症発生動向調査における今シーズンのインフルエンザ患者は���\年�週から報告され､ \�週に流

行開始の指標と考えられる定点当たりの報告数が�]�人を越えてから漸増し､ ����年４週にピークに達した後､

漸減し��週に�]�人となった｡ しかし､ ��週から��週にかけて再び定点当たりの患者報告数が�]�人を超え､

昨年とは異なった流行パターンを示した｡

分離ウイルス型別は���型��％､ ���型�％､ Ｂ型４％で､ 全国分離状況と比較してやや���型が多い傾

向を示した｡ ウイルスの性状は���型､ ���型の多くがワクチン類似株であったが､ ���型で変異株１株が

検出された｡ Ｂ型はワクチン株とは異なるビクトリア系統株であった｡

一方､ 集団発生は小学校９施設 (���\年��月１施設､ ����年１月８施設) から検体が搬入されたが､ ８施設

から���型が分離され､ ウイルスの性状はワクチン類似株であった｡

カモ類の糞便による新型インフルエンザウイルスを想定した感染源調査では､ トリ型インフルエンザウイル

スは検出されなかった｡



査は､ カモ類の処理糞便を発育鶏卵の漿尿膜腔に接

種し��℃で��時間後､ ニワトリ赤血球を用いたＨＡ

試験およびイムノクロマト法を原理とするインフル

エンザウイルス迅速診断キットによりウイルス抗原

の検出を行った｡

� �

� �����	��

感染症発生動向調査に基づくインフルエンザ定点

医療機関のウイルス分離結果を表１､ 集団かぜのウ

イルス分離結果を表２に示した｡ 感染症発生動向調

査では��人中から���型ウイルスが９株 (うち２

株は�	
で型別)､ ���型ウイルスが��株､ Ｂ型ウ

イルスが３株分離され､ インフルエンザウイルス以

外のウイルスは分離されなかった｡ 週別のウイルス

分離状況は､ ���型が��年１週に初めて分離さ

れ４週をピークに��週まで分離されたのに対し､ �

��型の分離は��週から��週までであった｡ Ｂ型は

９､ �および��週に検出された｡

一方､ 集団かぜの発生した９施設の患者��人中か

らは���型ウイルスが��株分離され､ ���型およ

びＢ型ウイルスは分離されなかった｡ ウイルスが分

離された患者��人中��人はワクチン接種歴が無かっ

た｡

新型インフルエンザウイルスを想定した感染源調

査ではトリ型インフルエンザウイルスは検出されな

かった｡


 ��������

インフルエンザ定点当たりの患者報告数を表３に

示した｡ 県内の今シーズンの患者報告は��年��週

に始まり､ ��週に流行開始の指標と考えられる定点

当たりの報告数が��人を超えて以降､ 漸増し��

年４週がピークとなった｡ その後､ 漸減し��週には

定点当たりの報告数が���人となった後､ ��～��週

にかけて再び定点当たりの報告数が��人を超えた｡

公立小学校の発生状況は､ 昨シーズンより施設数､

学年閉鎖学校数は増加したが､ 患者数､ 欠席者数は

やや減少した (表４)｡

� �	������

インフルエンザ定点医療機関患者から分離された

インフルエンザウイルスは���型９株､ ���型��

株､ Ｂ型３株の計��株であった｡ 集団かぜ患者から

分離されたインフルエンザウイルスは���型��株

であった｡ 分離された���型��株は今シーズンの

ワクチン株の類似株であったが､ ���型９株中１

株からはワクチン株抗血清では血球凝集阻止され難

い系統の株が出された｡ また､ Ｂ型３株は､ ワクチ

ン株 (山形系統株) とは異なるビクトリア系統株で

あった｡

� �

感染症発生動向調査のインフルエンザ定点医療機

関より当センターに搬入された��検体からは､ ��株

(��％) のインフルエンザウイルスが分離された｡

その内訳は���型９株 (��％)､ ���型��株 (��％)､

Ｂ型３株 (４％) で､ 今シーズンのインフルエンザ

の流行は���型が��年��月から始まり､ ��年

１月をピークとして流行し､ ���型はシーズン後

半の４月から６月に流行したと考えられた｡ 本県の

ウイルス分離状況は､ 全国情報 (��年７月��日現

在で���型��％､ ���型��％､ Ｂ型９％) と比較

して���型がやや多い傾向を示した｡ また､ ���

型では変異株が１株検出されており注目される｡ Ｂ

型については３株すべてがワクチン株 (山形系統株)

とは異なるビクトリア系統株であった｡ ���疫学

週報 (３月３日号) によると､ 流行の後半に日本を

含めた北半球で分離されたＢ型はビクトリア系統の

株に抗原性が近く､ 来シーズンの北半球におけるワ

クチン株はビクトリア系統 (���������������

��類似株) が推奨株とされており､ 日本でもワク

チン株の変更が考えられる｡

大分県におけるインフルエンザの流行期は年によっ

て多少異なるが､ 通常��月下旬ごろから流行が始ま

り１月から２月にピークを迎えた後は減少を続け､

３月には終息する｡ 今シーズンは患者報告が��月初

旬にあり､ １月下旬にピークを迎えた後は漸減し３

月下旬に終息状態となった後､ ４月中旬から５月初

旬には再び患者報告数が増加し６月になっても報告

が続いている｡ このように一度終息状態あったイン

フルエンザが再び増加するパターンは大分県内では

初めての現象であり､ その要因の一つとしてインフ

ルエンザ迅速診断キットの普及により非流行期でも

インフルエンザの診断が比較的容易になったことが

考えられる｡

集団かぜ事例では､ ��年��月�日から��年１

月��日にかけて県内８保健所 (小学校９事例) より

��������	
���� ������������������

���



搬入された��検体から��株 (��％) のインフルエン

ザウイルス���型が分離され､ ウイルスの性状は

すべてワクチン株類似株あった｡

新型インフルエンザを想定した感染源調査では､

トリ型インフルエンザウイルスは分離されなかった｡

県内では､ ����年に九重町で愛玩用として飼育され

ていたチャボが高病原性鳥インフルエンザに感染し

た｡ 幸い人への感染はなかったものの､ 人への感染

能力を獲得すれば多大な損害を与えかねないため､

今後も継続した調査が必要である｡
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����年度の厚生労働省委託による感染症流行予測

事業として､ 大分県内の日本脳炎感染源調査を行っ

たので､ その概要を報告する｡

����	


検査材料は����年度感染症流行予測調査実施要領

により採取した｡ 検査方法は感染症流行予測調査検

査術式 (����年�月) に従って行った｡

�����

����年６月下旬から９月下旬まで､ 各旬��頭ずつ

計���頭のと畜場に搬入されたブタについて､ 日本

脳炎��抗体を測定した (表１)｡ 最初に��抗体保有

豚が検出されたのは７月��日で､ 昨年と同期である

が例年よりやや遅い時期であった｡日本脳炎汚染地

区の判定基準である��抗体保有率が��％を超えた

のは､ 例年より２～３週早い７月��日であった｡ ７

月��日に採血したブタの血液から	�
��細胞を用い

て日本脳炎ウイルスを１株検出した｡ ８月３日に抗

体保有率が最高の��％となり､ その後抗体保有率は

低下傾向であった｡ ����年夏は高温､ 少雨であった

ため､ ８月に蚊の発生が少なく日本脳炎ウイルスの

伝播が弱まったと推定される｡ 日本脳炎患者の報告

はなかった｡
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大分県では､ 食中毒の防止､ 汚染食品の排除およ

び流通食品の汚染実態の把握を目的とした食品収去

検査を､ 年間検査計画に基づき実施している｡ ����

年度は､ 市販食品の県産養殖魚､ 県産鶏卵､ 県産ミ

ネラルウォーター､ 県産牛乳・加工乳､ 生食用肉､

輸入食肉､ 輸入エビ､ 輸入魚介類および生食用カキ

の計���件について行った｡ 検査項目はノロウイル

ス､ 大腸菌群､ 病原大腸菌､ 黄色ブドウ球菌､ サル

モネラ属菌､ カンピロバクター､ 病原ビブリオ属

(コレラ菌を含む)､ エロモナス属菌､ レジオネラ属

菌､ 一般細菌数､ エンテロトキシンおよび抗生物質

であった｡

����	
�

� ��

����年４月��日から����年３月７日にかけて､ 県

下５ブロックの食品衛生監視機動班が収去・搬入し

た県産養殖魚��検体､ 県産鶏卵��検体､ 県産ミネラ

ルウォーター９検体､ 県産牛乳・加工乳９検体､ 生

食用肉��検体､ 輸入食肉��検体､ 輸入エビ��検体､

輸入魚介類��検体および生食用カキ��検体について

検査した｡

 ����

検査項目は､ 県産養殖魚は抗生物質､ 県産鶏卵は

抗生物質・サルモネラ属菌､ 県産ミネラルウォーター

はレジオネラ属菌・大腸菌群・一般細菌数､ 県産牛

乳・加工乳はエンテロトキシン､ 生食用肉は病原大

腸菌・サルモネラ属菌・黄色ブドウ球菌・カンピロ

バクター､ 輸入食肉は病原大腸菌・サルモネラ属菌・

黄色ブドウ球菌､ 輸入エビは病原ビブリオ属 (コレ

ラ菌を含む)､ 生食用カキはノロウイルスであり､

それぞれについて後述する方法で検査した｡
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規格基準のある食品については､ 食品衛生法で定

められた方法により､ 抗生物質および規格基準のな

い食品については､ 大分県検査実施標準作業書に基

づいて検査した｡

�� � #$%&

化学部でホモジナイズした検体５ｇをクエン酸ア

セトンバッファー��	
で抽出後､ ����ろ紙を用

いてろ過し､ ろ液��μ
を滅菌抗菌性物質検査用ろ

紙に吸収させ､ ��分間風乾させた｡ ����������	���

(
������)���������������������	�������������を規

定量混和して作製した平板培地上へ風乾後のろ紙を

パッチし､ ��分以上冷蔵放置後､ ��℃��時間培養し

て阻止円の大きさを測定した｡ (図１)

�� �' ()*+,-.�/01"�23�

検体���ずつを２回分取し､ 一方に��％食塩加ア

ルカリペプトン水��	
を､ もう一方には２％食塩

加アルカリペプトン水��	
を加え､ それぞれを��

℃で一夜培養した｡ 前者は��℃��時間培養後､ その

１	
を���％アルカリペプトン水で二次増菌した｡

前､ 後者とも分離培養には����寒天培地､ ビブリ

オ寒天培地を用いた｡ (図２)
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検体��ｇに��％ペプトン加���(－) ���	
を加

えて３倍乳剤を調製し､ 試料原液とした｡
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① 腸管出血性大腸菌����

試料原液����に２倍濃度のチオグリコレート

酸加�	
����を加え��℃で�時間培養後､ 免疫

磁気ビーズで集菌した｡ ビーズ集菌後はクロモア

ガー����寒天培地､ ��－����寒天培地､ ���

寒天培地で分離培養した｡ また､ ビーズ集菌後の

一部は���培地で��℃��時間振とう培養し､ ベ

ロ毒素遺伝子検出の	��を行った｡ 分離培養後

は疑わしいコロニーを釣菌して生化学的性状を確

認し､ 必要に応じて血清型別試験やベロ毒素産生

試験を行い同定した｡

② 腸管出血性大腸菌����以外の病原大腸菌

試料原液����に２倍濃度の�������を加え､

��℃��時間培養した｡ その培養液を用いて､ 易熱

性・耐熱性毒素､ 組織浸入性､ ベロ毒素の各遺伝

子を	��法にて検索し､ 	��が陽性の場合は､

当該由来の増菌培養液についてクロモアガー����

寒天培地､ ��－����寒天培地､ ���寒天培地で

分離培養した｡ 検査目的の疑わしいコロニーを釣

菌して生化学的性状を確認し､ 必要に応じて血清

型別試験やベロ毒素産生試験を行った｡

③ サルモネラ属菌

試料原液����を２倍濃度の���培地で��℃��

時間前培養し､ その１��をセレナイトシスチン

培地で増菌培養した｡ その培養液を用いて､ ��

�寒天培地､ ��寒天培地､ ����寒天培地で分離

培養し､ 疑わしいコロニーを釣菌した｡ 菌株は生

化学的性状を確認し､ 必要に応じて血清型別試験

を行った｡

④ 黄色ブドウ球菌

試料原液�����を����培地へコンラージし､

��℃�時間培養した｡ 卵黄反応が見られた疑わし

いコロニーを釣菌し､ コアグラーゼ型別､ エンテ

ロトキシン､ �	反応等を行った｡

⑤ カンピロバクター

試料原液�����をスキロー培地で�℃�時間微

好気培養すると同時に､ 試料原液１��をプレス

トン培地で微好気下�℃�時間増菌培養後､ スキ

ロー培地で分離培養した｡ 疑わしいコロニーを釣

菌し､ 必要に応じて確認検査を行った｡ (図３)

����� ����	
��

平成�年２月�日付食監発第������号に基づい

て行った｡ 試料����は���法による抽出・濃縮を

行い､ その濃縮サンプル２��を用いて�����法に

よる����スクリーンセットで判定した｡

����� ������

｢レジオネラ症防止指針｣ に準拠した｡ 試料���

��を���μｍフィルターでろ過したろ紙を､ 滅菌蒸

留水５��を無菌的に分注しておいたコニカルビー

カーに入れ､ ��℃��分間加熱処理後急冷し､ 試料原

液とした｡ 試料原液から��４まで段階希釈し､ その

各々�����を
��α寒天培地２枚にコンラージし

た｡ 高湿条件下で��℃３～７日間培養後集落数を計

測し､ ����αおよび����基礎培地を用いて確認

培養した｡ ����α培地に発育したコロニーを血清

型､ グラム染色､ 馬尿酸検査で同定した｡ (図４)

����� ������������

① 大腸菌群

発酵管による方法で行った｡ 試料原液の����､

１��､ およびその��倍希釈液１��ずつを各２本

のＬＢ培地に接種した｡ ガス発生が認められたら

推定試験 ｢陽性｣ として確定試験へ進み､ ガス発

生が認められなければ�時間まで培養を継続して

再判定した｡ 再判定の結果ガス発生が認められた

ら推定試験 ｢陽性｣ として確定試験へ進み､ ガス

発生が認められなければ大腸菌群 ｢陰性｣ と判定

した｡ 今回はすべての検体でガス発生が認められ

なかったので､ 確定試験は行わなかった (図５)｡

② 一般細菌数

試料原液を��３まで段階希釈し､ 各１��に標準

寒天培地����を混和・放冷して��℃�時間培養

した後､ ��～���の集落数が得られる希釈倍率で

計測した｡

���  !"#$%

ノロウイルスの検出は食品の��％乳剤を作製し

�� ���回転��分間冷却遠心した｡ その上清を��％ショ

糖溶液に静かに重層して� ���回転���分間冷却遠

心後上清を除去し､ 沈渣を少量の蒸留水に浮遊させ

た｡ !����"�#$���%� �&'&(#)で�%�を抽

出し､ 抽出�%�を�%�*+処理した｡ 逆転写反応に

より�－�%�を作製し､ それを鋳型として１回目の

	��を行った｡ その産物を鋳型として２回目の	�

�を行い､ アガロース電気泳動で目的のバンドを検

出した｡ バンド陽性の場合は	��産物のシークエ

ンスを行い､ 陽性・陰性を決定した｡ バンド陰性の

場合は陰性とした (図６)｡
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���検体中��検体 (����％) が微生物学的検査に
おいて不適合であった (表１)｡ 県産養殖魚��検体
から､ 抗生物質は検出されなかった｡ 県産鶏卵��検
体からは､ 抗生物質は検出されなかったが､ １検体
から���������	�
���が検出された｡ 県産ミネラル
ウォーター９検体からは大腸菌群､ レジオネラ属菌
ともに検出されず､ 一般生菌数のオーダーも低かっ
た｡ 県産牛乳・加工乳９検体からはエンテロトキシ
ンは検出されなかった｡
生食用肉��検体中４検体からは食中毒菌が検出さ
れ､ その内訳は黄色ブドウ球菌４件､ カンピロバク
ター１件､ ������������������１件であった｡ ３
検体は黄色ブドウ球菌の単独汚染で､ 残りの１検体
は黄色ブドウ球菌・カンピロバクター・エロモナス
属菌の複合汚染であった｡ 輸入食肉��検体からは､

抗生物質は検出されなかったが､ １検体から黄色ブ
ドウ球菌が検出された｡
輸入エビ��検体中､ ��検体からは食中毒菌が検出
された｡ うち､９検体からは������������������	��､
２検体からは������	�������	
	��(いずれも������

������������	��との複合汚染) が､ また､ ��検体
からは､ ���������	�
���５件, ������������������
３件, ���������������２件が検出された｡ しかし､
コレラ菌は検出されなかった｡ 輸入魚介類��検体か
らは､ 抗生物質は検出されなかった｡ 生食用カキ��
検体からノロウイルスは検出されなかった｡
市販食品は安全なものであるという大前提のもと
に生活している県民にとって､ 流通している食品が
一部であっても､ 細菌やウイルスに汚染されている
ことは信じがたいものだと思われる｡ 今後も注意深
い検査・指導が必要と考えている｡
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我々は､ 感染症の予防および感染症の患者に対す

る医療に関する法律に係わる感染症発生動向調査事

業に基づき､ ウイルスの検索及びその動態などにつ

いて大分県内の調査を行っている｡ ����年の調査結

果について報告する｡

� � � �

ウイルス検索は県内の医療機関より提出された咽

頭拭い液､ 咽頭うがい液､ 糞便､ 尿などを対象に､

���－�､ ��－	
�､ ���､ ����－�､ ����の�

種細胞を使用し､ 細胞変性効果を指標に２代まで継

代培養を行った｡ 分離ウイルスの同定にはエコーウ

イルス抗血清 (����) 及びデンカ生研製エンテロ

ウイルス抗血清並びに各単味抗血清による中和試験

で行った｡ コクサッキー�群ウイルスの同定は､ �

�－���法と中和試験で行なった｡ ロタウイルスの

検出にはラピッドテスタ ロタ・アデノ (第一化学

薬品株式会社) を使用した｡ノロウイルス､ サポウ

イルス､ アストロウイルスの検出は､ ��－���法

で行った｡

	
���

����年は県内の		医療機関から���件の検査依頼

があり､ 検出した病原体は		�件であった (表１)｡

多く検出されたウイルスは､ インフルエンザウイル

ス���型､ �群ロタウイルス､ ノロウイルス���型､

インフルエンザウイルスＢ型などであった｡

インフルエンザ様疾患からは､ インフルエンザウ

イルス���型を１月から３月にかけて��件､ 	�月

に２件分離した｡ また､ ２月にインフルエンザＢ型

ウイルスを	�件､ １月に１件分離した｡ 前年に続い

て､ ���型とＢ型の混合流行であった｡

咽頭結膜熱からは､ アデノウイルス２型､ ３型､

５型を１件ずつ検出した｡ 全国的には､ アデノウイ

ルス３型､ ２型が多く検出された｡

感染性胃腸炎では､ Ａ群ロタウイルスを４月と５

月に	
件検出したが､ 検出時期が例年より２ヶ月遅

かった｡ ノロウイルス��は､ １､ ２月及び８～	�

月に６件検出した｡ ノロウイルス���は､ １､ ２月

及び４､ ５月､ 	�～	�月に	�件検出した｡ その他､

アストロウイルスを３件､ アデノウイルスを２件､

サポウイルスを１件､ エコーウイルスを１件検出し

た｡

伝染性紅斑から､ コクサッキーウイルス��型を

１件検出した｡ ヘルパンギーナから､ コクサッキー

ウイルス��型､ �	�型及びコクサッキーウイルス�

	型をそれぞれ１件ずつ検出した｡ 全国的には､ ム

ンプスウイルス､ コクサッキーウイルス��型と�

	�型が多く検出された｡

無菌性髄膜炎から､ コクサッキーウイルス��型

を２件､ エコーウイルス３型及び９型をそれぞれ１

件ずつ検出し､ 流行性耳下腺炎の流行に関連してム

ンプスウイルス１件を検出した｡ 全国的には､ エコー

ウイルス９型､ コクサッキーウイルス��型が多く

検出された｡
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当センターでは､ 雨水の化学的性状を把握し酸性

雨発生機構解明の基礎資料を得るため､ ����年度か

ら継続して雨水成分調査を行っている｡ 今回は､ 県

内の３箇所で行っているろ過式採取法による調査に

ついて､ ����年度の��､ 雨水成分及び成分沈着量

の状況とそれらの推移などを報告する｡

� � � �

	 ��
�

①大分市：大分市高江西�－� 大分県衛生環境研

究センター

北緯		゚ ��′ 東経�	�゚ 	�′

標高約��


大分市は､ 約��万人の人口を抱える県下随一の

都市である｡ 北部には臨海工業地帯 (当センター

から北北東に約��㎞) があり､ 鉄鋼や石油化学等

の工場が立地している｡

当センターは､ 市の中心から南約��㎞に位置し

ている｡ 周囲は閑静な住宅地域である｡

②日田市：日田市大字有田字佐寺原

大分県農林水産研究センター林業試験場

北緯		゚ ��′ 東経�	�゚ �

標高約���


日田市は､ 周囲を標高�����
級の山々に囲ま

れた盆地に開けた都市である｡ 市の北西約��㎞に

福岡市があり､ 東北東約��㎞には阿蘇山が座して

いる｡

当試験場は､ 市の中心から２㎞ほど離れた山間

部に位置している｡ 周囲は山林に囲まれ､ 大きな

ばい煙の発生源はない｡

③久住町：竹田市久住町大字久住字拓木

国設大分久住酸性雨測定所

北緯		゚ ��′ 東経�	�゚ ��′

標高約���


久住町は､ 九州のほぼ中央部に位置し､ 北部一

帯は久住山を中心とするくじゅう火山群が占め､

南に久住高原が広がっている｡ 久住山の北西斜面

には硫黄山があり､ 少量の硫黄性ガスを噴出して

いる｡

当測定所は久住山の南麓にあり､ 周囲には牧草

地帯が広がり､ キャンプ場などの保養施設がある｡

約	�
南方に国道���号が通っているが､ 交通量

はあまり多くない｡

� �����������

試料の採取は､ ろ過式採取装置により月曜日の９

時を基準として１週間ごとの雨水を採取する方法を

用いた(ただし､ 久住町では２週間ごとに採取した｡)｡

試料の分析は､ 環境省地球環境局環境保全対策課

及び (財) 酸性雨研究センターが作成した湿性沈着

モニタリング手引き書に準じて､ 以下のとおり行っ

た｡

測定項目のうち､ ��及び電気伝導率 (��) は､

原則として採取した日に��計及び電気伝導率計を

用いて測定した｡ その他の項目 (雨水中の��－､

��－	､ ���－
� ､ ��＋�､ ���＋､ ���＋､ �＋､ ��＋濃度)

については､ 試料を約４℃で冷蔵保存した後にイオ

ンクロマトグラフ法により分析を行った｡

��������	
���� ������������������
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� ����	
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��� �������

����年度の降雨量は､ 表１のとおりである｡ 大分

市�����㎜､ 日田市�����㎜､ 久住町��	
�㎜であり､

大分市及び日田市は前年度より���㎜少なく､ 久住

町は���㎜少なかった｡

��� ������

��の降雨量加重年平均値 (以下 ｢年平均値｣ と

いう｡) を表１に示す｡ ����年度の年平均値は､ 大

分市	��､ 日田市	�
､ 久住町	��であった｡

１週間降雨 (久住町は２週間) の測定値による

��の分布状況は､ 図１のとおりである｡ 大分市で

は��が	�～	�の範囲の降雨が最も多かった｡ 大部

分が	�～��の範囲にあったが､ 一部では	�未満や

��以上の降雨も見られた｡ 日田市では��が	�～��

までの間に幅広く分布していたが､ 大分市同様	�

未満や��以上の降雨も見られた｡ 久住町では��が

	�～��の範囲の降雨が多かったが､ ��以上の降雨

も見られた｡

�� !"#$����

���	年度と比較すると大分市､ 日田市､ 久住町で

降雨量が減少した｡ 総沈着量は､ 大分市､ 日田市で

増加､ 久住町で横這いであった｡

大分市では､ ���－
	 ､ ��－

�､ ���及び��－の沈着量

が多かった｡ ���－
	 と��－

�は､ 産業活動が活発であ

ることや自動車の交通量が多いことと関連があると

思われる｡ 日田市では､ ���と��－の沈着量が多かっ

たが､ 冬季に約����北側を通る自動車道に散布さ

れる凍結防止剤の影響と思われる｡ 久住町では､

��と���－
	 の沈着量が多かったが､ 久住山の北西斜

面にある硫黄山の噴気の影響を受けていると思われ

る (表２, 表３, 図２, 図３, 図４参照)｡

% ���&'()�*�+�,-�.�����

��� ������

大分市では､ ���
年度まで緩やかな上昇傾向が見

られたが､ ����年度以降は緩やかな低下傾向にある

と見られる｡

日田市では､ 変動がやや大きいが､ ����年度以降

緩やかに低下してきていると思われる｡

久住町では､ 測定を開始した���	年度から���
年

度にかけて５付近まで上昇したが､ その後は低下し

ている｡

なお����年度は､ 大分市､ 日田市､ 久住町とも年

平均値に変化は認められない (図４参照)｡

��� !"#$�����

成分沈着量の変化を図３､ 図４に示す｡

/ 0 1 �

本調査の実施に当たり､ 試料採取及び��､ ��の

測定にご協力をいただきました大分県農林水産研究

センター林業試験場の皆さまに感謝いたします｡

2 3 4 5

１) 恵良雅彰：｢大分県における雨水成分調査 (���	

年度)｣, 大分県衛生環境研究センター年報, ��,

�
－�	(���	)
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富栄養化対策として近年生態系の仕組みを活用し

た事例が増え､ 実用化の段階に近づいている｡ しか

し､ フィールドで科学的に有効な実証に成功した事

例はない｡

本研究は芹川ダムの水質､ プランクトン､ 底生動

物､ 魚類､ 湖底泥の現状を把握し､ 生態系を利用し

た水質改善の基礎資料を得ることを目的とする｡
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大分県竹田市直入町田北の芹川ダムは､ 大分県政

史上２番目の河川開発事業の一環として､ 戦後の国

土復興計画に伴う電力開発､ 洪水調整､ 農業用水確

保による食料増産を目的とした多目的ダムとして､

半世紀前の����年に着工し､ ����年３月に完成した｡

完成と同時に､ ダム湖面は水産資源の活用として

鮎､ ワカサギの発眼卵が放流された｡ ワカサギ漁は

半世紀途切れることなく続けられ､ 冬場の娯楽とし

て楽しまれている｡

芹川ダムの富栄養化現象としてのアオコの発生は

完成後約��年経過した����年頃から観察され始め､

毎年継続するようになった｡ 当センターは､ ����年

から����年にかけてアオコの発生と水質異臭味発生

機構の解明を目的とした調査を実施したが､ 抜本的

な解明には到らなかった｡
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平成��年度 水質調査

(水温､ 	
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沈降量調査
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４－１ チャンバー法による湖底泥の溶出実験

設置場所 二又－５

期 間 平成��年８月��日～９月７日

平成��年��月��日～��月��日

実験結果を表１に平成��年２月��日から３月４日

の実験結果と合わせて示す｡ アンモニアとリン酸の

溶出速度は夏期に高く､ 冬期に小さい｡ 脱窒速度は

夏期に小さく､ 秋期に高い｡ 琵琶湖南湖と比較する

とリン酸の溶出速度は非常に小さいが､ アンモニア

の溶出速度､ 脱窒速度は同程度であった｡
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平成��年度の調査の結果､ 芹川ダム流入部が栄養塩の供給源となっていることが示唆された｡ 平成��年度は､

ダム流入部の栄養塩の供給源は湖底泥からの栄養塩の溶出と考え､ チャンバー法により､ 二又－５地点の湖底

泥からの栄養塩の溶出速度を求めた｡

結果は､ アンモニア態窒素とリン酸態リンの溶出速度及び脱窒速度は､ それぞれ�K�㎎L㎡GM�?､ �K��㎎L㎡G

M�?G��㎎L㎡GM�?を求めることができた｡ この速度は､ 琵琶湖南湖の実験結果に近いものであった｡

本年度は､ 二又－５地点で夏期､ 秋期の湖底泥の溶出速度を求めるとともに､ 企業局芹川ダム管理事務所の

職員の協力の下､ 竹田市立下竹田小学校の６年生と空心菜の筏栽培実験を行った｡



４－２ 空心菜の栽培実験

空心菜の栽培実験を竹田市立下竹田小学校６年生

(後藤教諭､ 生徒��名) の協力を得て実施した｡

筏の係留場所は､ 当初ダム流入部 (二又－５) を

予定していたが､ 予期せぬ大渇水のため､ ダム堰堤

付近に係留し､ 実験を行った｡

実験は､ 小学校の環境学習・総合学習として種ま

き､ 植え付け､ 収穫､ 調理､ 種子の採取と筏栽培効

果判定を組み合わせた｡

筏栽培効果判定実験は､ 下竹田小学校の校内に���

リットルのポリタンクに芹川ダムの湖底泥を入れ､

水道水と雨水のみの筏栽培､ 小学校の池 (鯉飼育)

での筏栽培､ 発砲スチロールで水道水のみの栽培と

芹川ダム湖内の筏栽培との比較を行い､ その結果を

表２に示す｡

空心菜の成長量､ 炭素､ 窒素含有量ともに芹川ダ

ム湖内での筏栽培が､ 最も大きく､ 池､ 湖底泥､ 水

道水の順であった｡ 湖内での栽培では､ 窒素の取り

込み量が多く､ 成長量と相関が大きい｡

リンの含有量は､ 成長量､ 窒素､ 炭素の含有量と

異なり､ 湖底泥の根部の含有量が特に大きく､ 殆ど

成長が止まった水道水のみの栽培でも根部に湖内の

筏栽培の根部と同程度であった｡

� ��

湖底泥の溶出実験から､ アンモニアの溶出速度は､

夏期に大きく､ 冬期に小さい｡ この溶出速度は琵琶

湖南湖と同程度であるが､ 諏訪湖より小さい｡

リン酸の溶出速度は小さく､ 池田湖と同程度であっ

た｡

空心菜の栽培実験を通じて空心菜の成長には､ 窒

素の取り込み量が関係し､ リンの取り込み量との関

係は低い｡

芹川ダム湖内で空心菜の筏栽培は可能であり､ 窒

素は１本当たり約���ミリグラムを取り込むことが

分かった｡

空心菜の栽培実験により､ 芹川ダムでの空心菜の

栽培が十分可能であり､ 栄養塩をダム湖から回収で

きるが､ アオコの発生防止対策としての効果につい

ては､ なお､ 詳細な実験と検討が必要と考える｡

空心菜の根部には､ 可食部 (葉､ 茎) の窒素で��

％､ リンで��％含有しており､ 芹川ダムで本格的な

栽培を始めるには､ 根部の利用方法を考える必要も

ある｡
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